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1共 通主題

豊かな心を育てる生活指導

1主 題設定の理由

現在、私たちが接 してい る児童 ・生徒 は、一人一人を見ると明 る く、人 なっ っこい面が見

られる反面、学業や進路、人 間関係など成長過程 における不安や悩みを抱 いてお り、学校生

活 に不適応感 を もった り、反社会的な行動 に走 る児童 ・生徒が増加 している。 また、学級経

営上の新 しい荒れの問題 も現 れて きている。た とえ ば、平成10年 度間の都 内公立小 ・中学校

での不登校児童 ・生徒数 は1万 人を超 え(不 登校の 出現率を平成9年 度 と10年 度を比 較す る

と、小学校では、0.39%か ら0.46%に 、 中学校では、2.73%か ら3.03%に それぞれ増加 して

い る。)、暴力行為 では、小学校で は減少 してい るものの、中学校で は増加 している。

このよ うに現在 の学校 においては、今までの指導方法や経験か らで は対処 しきれない様 々

な児童 ・生徒の問題行動が見 られ、苦慮 してい る。 さ らに、中央教育審議会等 においては、

「心 の教育」の必要性が指摘 されてい る。 そこで、私 たちは、児童 ・生徒一人一人に、(1)自

らを律 しっっ、他 の人 と協調 し、(2)他の人 を思いやる心や態度 を育て、(3)豊か な人間性 や社

会性 を育成 し、(4)一一一人一人の個性を尊重す る教育活動を展開す ることが重要で あると考 え、

自己実現を支援す る生活指導の機能を生か しなが ら、児童 ・生徒一人一人 に 「豊かな心」を

は ぐくみたいと考え、本主題を設定 した。

これ まで の生活指 導 は、やや もす ると道徳 的な価値の強制や対処療法 的な指 導が中心で

あ った。 これか らは、児童 ・生徒の心の揺れを的確 に把握 ・理解 し、 自らが課題を克服 でき

る力を育成 し、よ り心 の通 い合 う生活指導へ と質的転換を図 ることが重要 である。そのため

には、自己指導能 力の育成を全教育活動 を通 じて組織的、計画的 に展開す ることが大切であ

る。

自己指導能力

・自分をあ りのままに認め る力

・自分 を正 しく理解す る力

・自分のよさを見つけ、可能性を伸ばそ うとす る力

自己指導能力を上記の よ うに とらえ、 この力をは ぐくみ、伸 ばすためには、児童 ・生徒理解

の在 り方 を追究 し、 自ら課題を克服す る活動を意図的 ・計画的 に取 り入 れ、生活指導 の充実

・強化 を図 ってい くことが重要であると考えた。そのためには、

○自己存在感 を与え ること

○共感的人 間関係を育成す ること

o自 己決定の場を与えて、 自己の可能性 の開発を援助す ること
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の3っ の要素を機能 させた取組 を して い くことが重要で あると考え た。

2研 究の仮説

教師が教育相談的な手法を生か して児童 ・生徒理解を深 め、様々なかかわ りを大切 に し

た活動を工夫 し、展開することによ り、

(1)

(2)

(3)

自己存在感が高 まり、自己決定で きる児童 ・生徒が育成 され る。

他の人のよさに気付 き、相互に認め励 ます豊かな人間関係が構築で き、

自己指導能力が育成 され、生活指導の質的改善を図 ることがで きるとともに、豊か

な心が育成 され る。

「軋
=
旨
畠
ゼ
乱

卜葺

上記の仮設に基づ き、研 究を進め るに当たっては、2つ の分科会を設け、 「児童 ・生徒理

解」(第1分 科 会)と 「人間関係づ くり(か かわ り)」(第2分 科会)を 視点 に研究 を進め

ることとした。

3研 究構造図

【児童 ・生徒の実態】
○耐性がない ○協調性に欠ける
○権利の主張、責任を果たせない
○社会的判断力に欠ける ○新しい荒れ
○保護者の価値観の多様化

一

○人間関係の改

○児童 ・生徒の

○児童 ・生徒の

i

【社会的な要請】

○人間関係の改善 と豊かな人間関係の促進

○児童 ・生徒の 自然体験や生活体験の不足を補 うよ うな望 ま しい習慣の形成

○児童 ・生徒の将来展望の不確実 さや不安の解消及 び自己指導能力の伸張

な

【共通主題】

を 育 生 活 導

自分のあ,のままを認め、自分への遠昌犠 騰 』一

【研究 のね らい】

豊かな心を育て る生活指導の基盤づ くりと して、豊 かな人 間関係 を育て る指導 をね らいと し、次の3要 素を教 育活動に機

能させ る。

●自己葎在感 を持たせ る ●共感 的な人間 関様 を育て る ○ 自己 決定の場を与え る

【研究 の仮説 】

教師が教育相談的 な手法 を生か して 児童 ・生 徒理解 を深 め、様 々なか かわ りを大切 に した活動を工夫 し、展開す ることに

よ り、

(1)自 己存在感が高 まり、 自己決定 で きる児童 ・生 徒が育成される。

(2}他 の人のよ さに気付 き、相互 に認 め励 ます豊かな人間関係 が構築 で き、

(3)自 己指導能力が育成 され、生活指導 の質的改善 を図 ることができる とともに、豊かな心が育成 され る。

【研究の方法】

○一人一人の児童 ・生徒の 人間性 を尊重 し、児童 ・生徒自 らが、それぞれが もつ可能性を発見 し、伸ばす ことが 出来 るよう
な児童 ・生徒理解の方法 を追究 する。

○児童 ・生徒が心 身共に安定 した学 校生活 が送れ るよ うな学 級経営の 充実 方法や、集 団で学習 する喜びや成熟 感を味わ わ

せ、進んで学習す る意欲が もて るよ うな授業を創造す る。

○豊か な人間関係 を育て る児童 ・生徒理 解の在 り方や学習活動の在 り方を追究す る。

【第1分 科会主題】
教脊相談的手法を生かした児童 ・生徒理解

【第2分 科会主題】
かかわり合いを大切にした活勤の工夫

【研究結 果の考察】

研究の まとめと今後 の課題 を明確 にす る。
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皿 第1分 科会の研究

研究主題

教育相談的手法を生か した児童 ・生徒理解

1研 究主題についての基本的な考え方

これ までの生活指導 に対す る認識 は、あ る問題行動に対 して対症療法的な指導 や教師側に

よる一方的な指導に止まる傾向にある、 とい うものであ った。一方で、近年の子 ど もた ちの

言動 には、 「学級の新 しい荒れ」 「キ レる子現象」な どに見 られ るよ うに、従 来の指導では

十分な対応が困難な状況が生 じて きて いる。本来、生活指導 は自己指導能力を育て ようとす

る機能であ る。児童 ・生徒が 自分をあ りの ままに認め、 自分を正 しく理解 し、 自分のよ さを

見っ けて可能性を伸ばそ うとす る力を高め ることが 目標 である。問題行動に対す る指導にお

いて は、児童 ・生徒が 自分 自身で問題を解決 していけ るよ うな力をつ ける、予防的 ・開発的

生活指導が必要であ り、そのために も 「見えに くくな っている」 と言われ る不透明な子 ども

たちの生活行動に対 して、教師の今 まで以上に深 い児童 ・生徒が求 め られている。

第1分 科会で は児童 ・生徒を理解す るための手法 として、教 育相談的手法 を中心に考 える

ことと した。教育相談的手法には様 々な手法が あるが、 ここでは、教師が専 門的 な手法 を新

しく身につけて活用す る ことに重 きを置 くのではな く、 日常の学校生活の中で一人一 人の児

童 ・生徒 をか けがえのない存在 として尊重 し、成長の可能性を信 じ、見守 るなど、かかわ り

方の姿勢 に重点を置いた。具体的には、 日常的 にかわ され る声かけ、かかわ り、会話 や行動

などの中か ら、児 童 ・生徒の心情 を うかがい、受け入れる 「心 」 と 「技」を、教育相談的手

法である とと らえた。

本分科会で は、児童 ・生徒 の思 いを教 師が適切に とらえ、児童 ・生徒が 「認め られ た」 と

いう意 識を持っ ことで、 自己存在感が生まれ、主体 的な行動 を喚起す ることがで き、 その結

果 と して豊かな心が育 ってい くので はないか と考えた。っま り、学校生活の中の さまざまな

場面で児童 ・生徒の行動、言葉、様子(表 情や しぐさなどの非言語 コ ミュニケー ション)の

中か ら、児童 ・生徒の より良 く生 きよ うとす る気持 ちを見取 り、受け入れ、肯定的 にと らえ

ることで、児童 ・生徒が 「理解 されている」 とい う意識を持っ ことができ、 この ことによ っ

て、児童 ・生徒が安心 して学校生活を送 り、 自己決定 に向かえ るのではないか と考えた。

2研 究の方法

本分科会では、 「清掃活動」を検証の場 と して取 り上げた。 なぜな らば、清掃活動 は、公

正心や責任感 を培 う場 と して と らえ られ ること、小 ・中学校 に共通 した場であること、主体

的な行動が現れ に くい と考え られ、教師の児童 ・生徒理解 による変容が期待 され、検証の場

として は相応 しいと考 えたか らであ る。

しか し、児童 ・生徒理解の場面は、清掃活動 のみな らず学校生活全般にわたる ものであ り、

本分科会では、検証の場面で はな くとも、登校か ら下校 までの全ての場面において、教師の

児童 ・生徒理解が豊か な心を は ぐくむ前提 となると考えて いる。
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3研 究の仮説

本分科会では、研究の仮説を

教師が児童 ・生徒の理解を深め、認め ることにより、児童 ・生徒 の自己存在感が高 まり、

自己決定す る力が育成 され る

とし、研究を進めて きた。 ここで言 う 「認ある」 とは、児童 ・生徒の思 いを教師が肯定的に

評価す ることであ り、また 「自己存在感」 とは、児童 ・生徒が、あ りの ままの 自分を受け止

めることである。そ して、下の構想図のよ うに、 「認め られ る」→ 「自己存在感を もっ」→

「自己決定す る」 とい うサイ クルにお いて、児童 ・生徒の 自己指導能力を育てることができ

ると考えた。 また、それを支えるのが教師の児童 ・生徒理解であ ると考えた。教師の児童 ・

生徒理解が深 まることによ って、児童 ・生徒 は 「認め られた」 とい う満足感が高 まり、次の

主体的行動 にっなが り、 自己指導能力が高ま ってい くとともに、豊か な心が育 って い くので

はないか と考えた。

一4研 究構想図
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5意 識調査

(1)集 約方法

・対象

●調査数

○実施時期

② 調査結 果

小学 校3年 生か ら中学校3年 生(6校)

185名

平成11年7月

意 言 ≡ 査 膚 ノ、愚3～ 愚3

ア 小学生(90名)

イ 中学生(95名)

① 先生が自分の ことを分か って くれて いるか ・・…

② 先生は他 の子 と同 じよ うに接 して くて いるか …

③ 自分の言 いたい ことが先生に伝わ って いるか …

① 先生が 自分の ことを分か って くれて いるか … ・・

② 先生は他の子 と同 じよ うに接 して くて いるか …

③ 自分の言いたい ことが先生に伝わ って いるか 一

020406080100%

①

②

③

020406080100%

①

②

③

麟 とてもそう思う 鐵 そう思う 騨 あまり思わなし・ 翻 思わない

先生が 自分の ことを分か って くれて いると思 うのはどんな時か。(自 由記述)

●話 を した時、勉強の時

●自分の話を真剣 に聞いて くれる時

●ほめて くれ る時、自分の得意 なことを理解 して くれ る時
● 「がんばれ」などと言 って くれ る時

●叱 って くれる時、注意を して くれる時

先生が 自分の ことを分か って くれていないと思 うの はどん な時か。(自 由記述)

・自分の話を聞いて くれない時、言いたいことがあるのに先生が先に話を して しまう時
●一方的に先生が話を して いて 自分の話を聞いて もらえない時

●発言 しよ うと手を挙げて いるのに当てて くれない時

●自分の意見を取 り入れて くれない時

●自分の意思がそのまま伝わ らない時

●先生 と自分の言 っていることが違 う時

(3)考 察

ア 小学生の90%が 、 「分か って くれている」 として いるが、中学生は60%と 低 い。

イ 学年 に関係 な く、教師の言葉かけによって、分か って もらえている、受け止め られて

いると感 じている。

ウ 話を聞いて くれない、意思が伝わ らない場合 に、分か って もらえな いと感 じて いる。
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エ70%の 児 童 ・生徒が 、現状で 「先生が 自分の ことを分か って くれている」 と思 って い

ると した うえで、教師のかかわ り方 を尋ねた結果、認め られ る時、叱 って くれ る時の両

方で、 「自分の ことを分か って くれている」 と答えている。

6清 掃活動を通 した児童 ・生徒理解

(1)ね らい

今回の研究では、清掃活動 を取 り上げた。教育相談的手法 を生かす ことにより、児童 ・

生徒が清掃をや らされて いるとい う意識 ではな く、主体的に取 り組む とい う意識を持たせ

たい。 このよ うな教師 自身の意図的な実践の積み重ね こそが、 日常生活の様 々な場面にお

いて児童 ・生徒の主体的な行動 を促す ことにっなが ると考え る。

また 日常の清掃活動場面だけで な く、学級活動などの時間を活用 して清掃 に対す る意識

の調査や清掃の仕方を考え る、あるいは美化強化週 間を設け るなどの取 り組みを計画的に

行 うことで、児童 ・生徒の にとっての清掃 につ いての課題が明確 になり、 自分 と して どう

かかわ って い くのかを考え る契機 となるので はないか と考えた。

こう した日常の児童 ・生徒の清掃活動 と、教師の計画性が相ま って、児童 ・生徒理解 の

ためのかかわ りを強めることにっ なが り、 日常生活の様 々な場面 にお いて も、教師 自身の

共感的理解をベ ースに した児童 ・生徒理解が さ らに確か な ものになると考えた。

(2)ア ンケ ー ト調 査

『そ うじにつ いての ア ンケー ト』

()年()組()番

名前()

学校生活の中の 「そ うじ」にっ いて質 問 します。

0を 付 けて くだ さい。

1.あ なた は、 「そ うじJを す るのが 好 きですか。

① とて も好 き

②す こ し好 き

③ あ まり好 きで はない

④ まった く好 きではな い

z.あ なたはすすん で 「そう じ」をす ることがあ り

ますか。

① よ くあ る

②す こ しある

③あ まりない

④ まった くない

3.な ぜ 「そ うじ」をす るので しょうか。

(自由記述)

4.「 そう じ」を してよか ったと思 うことは ありま

すか。

①あ る→ それ はどんな ときですか。(自 由記述)

② ない→ それはどんな ときで すか 。(自 由記述)

清掃活動へ の取 り組み度 を、意識面(縦 軸)と

行動面(横 軸)と し、それぞれ4段 階で測定す る

ア ンケー トを取 り、各児童 ・生徒の出席番号を座

標に記入 してい く。座標上の位置が右上 にある程

取 り組 み度が高いと し、主体的 に清掃活動がで き

ると考え られ る。

9月 第2問(行 動面)
1

実施 ④ 0 ② c

5 15
①

篤

i i62048 133132 9
9

悶

0 6810 21936 3547
意 ③ 143334 394146
識 363744
面
v iz≫ie 134 43

④ 40 T1142
45

A中 学校の集計結果

(3)日 常活動 での教育相談的手法

教師が、児童 ・生徒をか けがえのない存在 と考 える教育相談的 な立場に立 って、 日常、

行 って いる行動 を機能的に分類す ると以下のよ うにまとめ ることがで きる。
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観 察 共 感 的 理 解

児童 ・生徒の立場 に

立 って、あ りのままの

姿を認める

評価や判断を

加えずに

受け入れる

〔かけが え の な い存在 〕

同 行 纒 マr圧、

鰍少 ㌦ 、一'ニ ヴ、ミ㍉

鋤 鞭…傘
き 　

f

(Kt'.

蜘1

渥嚢

齢 ・・
藩鍵

∵∬ 覧馬.∵

《
《琴 1」

「

㌔識 磯,.
擁轟講誌
み 　

湊.マ

0し

行 動 療 法

意図的な行動を

通 じて、やる気を

出させる

0

声 力、`テ

励ましの

声をかける

正 対
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(4>関 連的指導での教育相談的手法

気

づ

く

1

思

い

を

持

つ

↓

思

い

を

ま̀

ぐ

く

む

↓

思

い

を

深

め

る

活 動 の 流 れ

※段階 は時数ではない

函 今 までの学校生活を振 り返 って、

清掃につ いての意識調査を行 う。

匝 画 なぜ清掃をするのかを話し0う・

● ア ン ケ ー トに 書 か れ て い た 意 見 も適 宜

紹 介 す る 。

●う ま く い っ て い る こ と 、 う ま く い か な

い こ とを 出 し合 う。

●意 見 を 出 し合 う こ と を 主 眼 と す る 。

魎 汚れてい・・と備 す・・

。教室や学校の どんな場渋が汚れているの

か、グループ活動で探す。

例)O校 庭 に落ちて いるゴ ミの数や場所

を調 べる。

・教室や廊下の埃のたま りやすい場

所をセロハ ンテープなどを使 って

探す。
●水道場の汚れは何か調 べる。

●用務主事な どに話を聞 く。

○グループことに調べたことを発表す る。

圃 自分の清掃の仕方を振 り返 り、 こ

れか らはどうや って進めて いけば

よいか、工夫で きることはないか考え る。

例)・ 清掃用具の使い方

●清掃分#Qの 仕方

。反省会の持 ち方

●清掃全般 にわた って

画 学 習 して きた こ とを実際 に行動

し、確かめ る。

・きれいにな った実感が持て るか。

函 取 り組 み を 通 して 、 自 分 を 振 り返

る。

・ア ン ケ ー トや 作 文 な ど

教育相談的配慮事項

。児童 ・生徒の素直な思 いが出せ るよ うなアン

ケー ト項 目を設定 する。

・児童 ・生徒の実態把握。思いを知 る。

Q清 掃を怠けて いる個人に対 して攻撃を して は

な らないことを理解 させ る。
… ・一話 し合 い の 場 面 に お い て は

・意見を出す児童 ・生徒だけで はな く、聞

き手 とな っている発童 ・生徒の表情 や反

応の仕方などにも注意す る。

・小 グループで出 された意見を学級全体の

話 し合 いにつなげてい くことで、多 くの

意見を吸い上げ る。

・行動の良 し悪 しを決定する話 し合いではない

ことを理解 させる。

一… 活動の場 面においては

。一人一一人の興味がつなが る場 面を設定す

る。

。活動 の様子を観察 し、励 ま しの声かけを

する。
・活動の中で見えた変容にっいて、適宜児

童 ・生徒の成長を促ぜるように認め、返

してい く。

。児童 ・生徒が調べてみたいと考えた場所を主

体的 に調べさせ る。

。汚 れて いる ことに対す る嫌悪感 も大事 にす

る。

・実 際の汚れを見た上で、考え られるようにす

る。

J怠 けがちだ った児童 ・生徒に も活躍で きる場

を見つけ させ る。

・今まで も熱心 に活動 して きた児童 ・生徒 も十

分に認あ る。
。自分の行動の変容にっなが る話 し合いになる

よ うに援助す る。

。話 し合 った ことが生 かされているか。

0友 だち爾士のかかわ りの申か ら生 まれ たこと

に も注 圏する。

。教師自身 も共に活動 する。
・短期間で はな く、一定期間の様子、変容を観

察する。

G変 容をっかむ方法を工夫す る。

○変容が見 られた ことについて児童 ・生徒 に返

してい く。

一g一



(5)実 践事例

ア 「U夕 一 ンカー ド」の活用(日 常活動)

毎 日の清掃活動 に取 り組む姿を、認め励 ます ことを 目的 と した。活用上の配慮点 と し

ては、

●監視 されてい ると感 じさせないこと

●他人の告げ 口にな らない ようにす ること

●全員にカー ドが届 くように工夫す ること

であ る。 その結果、児童 ・生徒 は教師に見守 られている安心感を持っ ことで、照れなが

らも返事を書 き、主体的に清掃 に取 り組 むよ うにな って きた。

〔「U夕 一 ンカー ド」の活用 ・手順〕 【中学校3年 の例】

④児童 ・

生徒の言

葉に応 じ
て返事を

記入 し、

半分 に切
ったカー

ドを渡す

児童 ・生徒の清掃活動を見
て、言葉を記入

児童 ・生徒に声をかけつつ

カー ドを渡す

や.て く派く、・て.走 の毫塗 は ナ

と,「くも 、、い ぐ,ね.

麩 覧♪責荏

遡3、,

児童 ・生徒 は、返事を書い
て下校時に教師に渡す

鋼腱 や舅製 や塞晃など3

㌣凋課 器階 伽 旗 ン
刺餌翻 溜 こ跨認農鈴

謡織曝羅撫
【小学校5年 の例】

Oo

へ 杁 お ろしを 殊 ハ。キ や,て

≦塾.鐙ovよ くtdワま重

蠣妙醜

教師が 、良か った ことを認め励 まして いるに

もかかわ らず、児童 は自分 の良 くなか った点 を

反省 していることも多か った。次の清掃活動で、

自主的 な行動 を行 う契機 となった。
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イ 関連的指導での取組(小 学校3年 生)

(ア)題 材名 「クリー ン大作戦を しよ う」

(イ)児 童 ・生徒理解の工夫

●一人一人の課題を明確 にす る。

●グループ学習を取 り入れ、一人一一・人役

(司 会、記録、連絡 、チ ェック)を 分

担す る。

●机間指導を丹念 に行い、観察、声か け

をす る。

(ウ)学 習計画

「なぜ、そ うじをす るのだろ う?」

㌃麟 8

(学 級 活動)

「どの よ うに、 そ う じを した らよ いの だ ろ う。」(道 徳)

「汚 れ て い る所 を探 検 しよ う。」(学 級 活動)

「探 索 して 、 知 りた い と思 った こ と。」(学 級 活 動)

「知 りた い と思 った ことを 調べ よ う。」(社 会 ・理科)

「調 べ てわ か った こ とか ら、 自分 の しよ うと思 う ことを 発表 しよ う。」

国 本 時 の展 開

響

直

曜
.

幅

裏

隔

.

餐

,

冨

判

解

騰
～

(国語)

噸

学 習 活 動 援 助 教育相談的配慮事項

「ク リー ン大 作 戦 」 発 表

会の準備を しよう

①学習す ることを確認す る。 ●班 ごとに本時の学 習予定 ・進度 に差 が合 って もよいこ

を知 らせ る。 とを 伝 え る。

② 資料を もとに、 まとめをす ●各係の仕事を確認す る。

る 。 (司 会 、 記録 、連 絡 、 チ ・係の仕事を果 た しているこ
・1班:ま とめ 方 の話 し合 エ ッ ク) とを賞 賛する。

い ・学 習 の ル ー ルを 確 認 す ・話 し合いの声の大 きさが適
・2班:下 書 き カー ド る 。 当であ ることを賞賛す る。
●3班:動 機 、 わ か った こ ・立 ち歩か な い。 ・真剣に課題 に取 り組んでい

との話 し合い ・声 の 大 きさ。 る児童を賞賛す る。
・4班:下 書 き ●画用紙、模造紙 、筆記用 Q励 ま しあ って学習 して いる

●5班1動 機 、 わか った こ 具を用意す る。 ことを賞賛す る。

との話 し合い ・机間指導 をす る。

●6班:清 書(本 つ く り) ・ま と めか たを 助 言 す

・7班:下 書 き る 。

●8班:動 機 、 わか った こ ○話 し合いの様子を観察

との話 し合い し、動 機 とわか った こ

とをわか りやす くまと

め るよ うに助言す る。

③学習のま とめをす る。 ●次時の学習予定を確認す ○進度に こだわ らないように

●各班の進度を発表す る。 る 。 す る。

(記録係) ・発 表 した ら、 拍 手を す る。

●各班の学習の様子を発表 ・各班の学習の様子の よい所

す る。(チ ェ ッ ク係) を賞 賛す る。
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〔資料〕

班 題 児童の学習活動と教育相談的配慮

1

班

そ
・

つ

じ
A
丑
日

・身近 な人に、小学生の頃の学校

でのそ うじの様子を聞 き取 り、
自分た ちのそ うじとの違 いをま
とめる。

○ 資料が少ないので、聞 き取 りで
集めた情報を有効に使 うように
援助す るとと もに、励 ま しあ っ
て学習 してい ることを賞賛す る。

リ
サ
イ
ク
ル

・燃 えないゴ ミの リサイ クル(ス

チール缶 ・アル ミ缶 ・ビン)に
ついて図書室の本で調べている。

○ 一人一人の作業が中心 となるが、
司会係の児童一人の考えにな ら
ないよ うに観察 し援助す る。調
べ よう、学習 しよ うとす る意欲

を賞賛す る。

ウ 関連的指導での取組(中 学校2年 生)

(ア)「 教室美化徹底期間」の取組

(イ)自 分達の教室 に目を向け、各班が徹底 目標を設定 し、 日替わ りで教室そ う じに当た

り、一週間で教室 をどれだけきれいにす ることがで きるか として、 「教室美化徹底期

間」に取 り組む ことと した。

時 指 導 内 容 教育相談的配慮事項

1 ①VTRを 見て、清掃状況を振 り返 る ① 動機づけ
② 改めて教室を見渡 し、助言 ② 現状を見つめる(洞 察)
③ 「教室美化徹底期間」の各班の徹底目標設定 ③ 目的意識を持たせる(行 動療法)

2 ① 日替わり教室清掃の実施 ① 客観的事実のメモ(観 察)
,一. ② 帰りの学活時 ともに取 り組む(同 行)
一 全員:「 美。化 美。 化 カー ド」の記入 取 り組みなが ら話を聞 く(傾 聴)
週 教室担当班:班 長の評価、先生の評懸 ② がんば った こと、 きれいにな った

間 ③ 期 間終了 日に、 「美。化美。 化 カー ド」を回 ことへの賞賛(自 己有用感)
)

収

3 ① 「美。 化美。 化 カー ド」 に コメ ン トを付 けて ① 一人一人のがんば りをコメ ントに
返却する 記入 し渡す(認 める)

一週問の成果を肯定す る(認 める)

② 通常の分担清掃に戻る ② 上記配慮の積み重ねを心がける

(ピ カ ピカカー ドの記入例)

遡

丁ゴ 袖 ∫ 球 い で し 笥9餌 。

ゆぢ};も コ聰智 ゲ ・卜τ擁 ろ噛らど'・,

を、じ乞き 巧Aセ や・てu+ナ い人

。盛忽瑞 畑 勧.、デ7

甑麟 糟～購1霧 融lt葬

顛 樹 爆像蹴 塑鵬 ・
コ塞 名痢

敢り組み日 清掲伺断 運償度 協力度
硝彊っていた友逗

とその内審

4

,

io/29金
騨(舶 崩

羅一ら
AOC A●C

《触

二仰、ぬ ぐA4+」 置.卜

11/1月 ま駐増 窒 ●BC ①ac 罵 騨 。
胴/4*

2《～辱鐘

o-h
BC BC '届

餌llう♪、 ツ"1レ・
1

11!5金 毒腔 ④8c oec
1ぜ
殉

■舶 勧'つ'"'
,ル

判!8月 髄 ●BC ④ 巳c
ゐLな:

t・陶肉t6A

舷 よりf幻 ら8経 ㌫ 死2戯 ・瀞(ひ 帽 ム「ノガしう'

鰻 から ヒ・1・・編 ・瀞 謝 うビしF#Lt .!

樽μ与'とr
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7研 究の成果

(1)教 師の 日常的な行動機能 の多 くが、教育相談的手法 その ものに当たることが認識で きた。

(2>(1)に 気づ くことで、 さらに教育相談 的な姿勢で児童 ・生徒 に接す ることがで きた。

(3)清 掃活動の場 面を取 り上 げた ことで、小学校では 日常指導 と関連的指導 とを組み合わせ

た点が有効であ った。

(4)中 学校 においては、教師が生徒 と共に清掃を しなが ら、 ほめた り、意欲を出す ような声

かけをす るなど、 コ ミュニケー シ
.ヨンを図 り、教育相談的な対応がで きた。

(5)本 研 究を通 して、児童 ・生徒の豊かな心が育 ったかについて、さ らに検証の必要があ っ

た。そ こで、 「そ うじにつ いての アンケー ト」(7ペ ージ参照)を さまざ まな実践ののち、

再実施 し、前回 との比較を した結果、下記の ような変容が見 られた。

9月 第2問(行 動面)

実施

1

④ 0 ② 0

3440
0

第

i 143645 379
② 133243

問

( 8it15 163337 4535 10
慧 0 384244 353941
識 47
面 .

v

212 S 6
④

レ

11月 第2問(行 動面)

実施 ④ 0 ② 0

43 3440

0
第

1

.

14 123 39
② 479

問 323638

(

■

61135 101316 a
意 0 374142 3346
識 444547
面 .

)

iz 15 5

④

表を比較す ると、学級 全体 の意識や取 り組みの変化 もわか り、児童 ・生徒の変容 も個々

に把握す ることもで きる。大 きく変容 した者 もいれば、そうでない者 もいる。清掃 とい う

一っの面か ら見た結果ではあ るが、その結果を見て、教師 は一人一人 にさらに目を向けて

い く材料 とす ることが大切 である。

8今 後 の課題

○ 児童 ・生徒の豊か な心を育てて い くために、よ り一層深い教師の児童 ・生徒理解の手だ

てを明確 にす る必要があ る。

○ 全ての教師が、児童 ・生徒 をか けがえのない存在 として認識す る教育相談的姿勢を持っ

とともに、学校全体 と して も教育相談的な姿勢についての共通認識 を深め、指導に当たる

方策 の具体化が必要であ る。

○ 小 ・中学校の連携、 スクールカウ ンセラーや関係機関な ど地域 との関係を構築 した取 り

組みを進 める必要が ある。
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皿 第2分 科会の研究

研究主題

かかわ り合いを大切 にした活動の工夫

1研 究主題設定の理由

最近の子 どもたちは、人 と人 とのかかわ る機会が減少 し、人間関係 を作 ることが苦手だ と

言われてい る。協調性 に欠ける子 どもや 自分を表現す る仕方が分か らない子 ども、相手の気

持 ちを考え た発言や行動がで きない子 ど もが増えている。その結果、学校生活の中で、子 ど

も同士や子 ど もと教師 との人間関係が築 きに くくな って いる。子 ど もた ちの人間関係 を築 く

力の弱 まりは、不登校 やい じめ、非行な どの誘因 にな るだけでな く、生活指導 の目標である

自己実現の基盤 とな る力の弱 まりともと らえる ことがで きる。 したが って、子ど もた ちの人

間関係 を築 く力を向上 させ ることは、現代の子ど もたちに とって、重要 な課題だ と言え るだ

ろう。

本分科会で は、子 ど もた ちに人間関係 を築 く力をつ けさせ るため に、学校の教育活動の中

に、意識的に人 と人 とが ω幽 活動を取 り入 れて行 く必要があると考えた。かか

わ り合 いを大切 に した活動 を、意図的 ・計画的 に集団に課 してい くことで、子 ど もたちに自

己存在感を持 たせ、共感 的人間関係 をは ぐくみ、 自己決定の場を与えることがで きる。その

結果、相互に認め、励ます豊かな人 間関係が育成 され、子 ど もたちに 「豊かな心」を は ぐく

む ことがで きると考え、本研究主題 を設定 した。

2研 究の仮説

本分科 会で は、意図的 ・計画的 にかかわ り合いを工夫 した活動 を行 うことによ って、子 ど

もたちによ りよい人間関係を学 ばせ、子 どもと教師及び子 ども相互の豊かな人間関係 を育て

ることがで き、豊かな心が培われると考えた。

自己存在感、共感的人間関係、 自己決定の3っ の要素は、豊かな人間関係 を育成す るため

に特 に重要 と考 え、次のよ うに定義 した。

自 己 存 在 感 自分 の役割がある。 自分が他 に認め られ、必要 とされて
いると感 じる。

共感的人間関係 相手を認め、受入れ、尊重す る。

自 己 決 定 自分の考えで 自分 の行動を決定 し、行動す る。

以上の よ うな考えか ら、研究の仮説 を次のよ うに定あた。

〈研究の仮説 〉

意図的 ・計画的に、かかわ り合 いを もたせ る活動 をす ることにより、他の人の よさに気

付 き、相互に認め、励 ます豊かな入間関係が育成 される。
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3研 究の構想図

く第2分 科会研究主題〉

か かわ り合 い を大切 に した活 動 の工 夫

〈研究の仮説〉

意図的 ・計画的に、かかわ り合いを もたせる活動をす ることにより、他の人のよ さに気

付 き、相互 に認め、励 ます豊かな人間関係が育成 され る。

集

団

活

動

● グループ構成の工夫

●場の設定の工夫

●言葉かけの工夫

・ペ ア学習

●小集団学習

●目的別学習

●興味関心別学習

●相互評価

・自己評 価

●カー ドの工夫

「グループエ ンカウンター」

●学習過程 の工夫

●子 ども同士の コ ミュニケーシ ョン

を促進 するための教師の助言

豊かな人間関係を育成する要素 ●自己存在感

●共感的人間関係

●自己決定

← ≒〉 生

徒

理

解

※(1>「かかわ り合 う」 とは、複数の人間が同 じ場所 にいて見合 う、言葉をかけ合 う、よ さを伝

え合 う、教え合 う、認あ合 う、高め合 う、素直に欠点を言い合え ることとらえた。
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4実 践研究

実践事例1小 学校第5学 年 体育科

単 元 名 水泳

(1)主 題 との関連

● グループ構成の工夫(ペ ア学習)

学級の中では、誰 とで もペア ・グル ープが組 めることが望 ま しい。 しか し、実態に応

じること、かかわ りを深めさせてい くことが学習成果を大 き く左右す ることとな る。

まず はかかわ り合 いを深めさせてい くことに重点を置 くことが大切である。初めか ら児

童が相 手を特別 に意識 しないよう、身長順等でペ アを組 む ことと し、学 習の進め方 のみ

を常 に意識の中心 に置かせ て進め ることであ る。 また、自分 に適 しためあてを見っ ける

ことやペアに助言をす るための資料 とな る ヒン ト、 クロール ・平泳 ぎ ・スター ト・ター

ン等 の技能のポイ ン トを図や言葉で明示 した学習 カー ドを作成す ることも大切である。

この学習の流れが定着す ると、同時 に人間関係が深まると考え られる。 また、人間関

係が深 まることによ り、児童 は学 習カー ドか らだけではな く、 自 らの既習の経験 を生か

した明確な助言 をペ アの相手 にす ることがで きるよ うになると考えた。

● 評価の工夫

学 習を振 り返 り自己評価 して、次のめあてを明確に してお くための学習 カー ドを工夫

する。 また、 自分のめあて とペアのめあてが いつで も確認で き、 また互 いに認め、励 ま

し合 った ことが記入で きる評価カー ドを作成す る。

資料 ・[評 価 ・めあて カー ド]資 料 ・[振 り返 りカー ド]

ペア ・先生の声

自分の反省

泳 力は どれ くらいの びま したか

始 めの級 今 の級

ペ ア学 習の感想 を書 きま しょう

(D自 分でめあて を決 めた り練習方法を

決めた りす ることはど うで したか。

ペア と練習 して よか った ことは。

ペアに一言。

● 場の設定の工夫(ゼ 本時の学習」参照)

○認め合 い ・励 ま し合 いのできる場の工夫

○水慣れの位置 プールに向か って前後はペ ア。水慣れの ときか ら、ペアで本時のめあ

てについて話 し合い、関連す る泳 ぎをチェ ックで きるよ うにす る。

・各 自のポイン ト練習の場 ÷確 かめる場1 、2、3コ ー スは25mを 泳 ぎなが ら自分

の泳 ぎを確かめた り、練習 したりする。4、5コ ースは、12 .5mを 使い、初歩的な

泳 ぎを確かめた り、 ポイ ン ト練習を した りす る。

● 言葉 かけの工夫

○ 認め合 い ・励ま し合 いのできる言 葉かけの工 夫 〔児童 ・教 師〕

児童が一言で分か るポイ ン トをつかんだ言葉か けを工夫す る。 また、学習資料 に も

明記 し、児童同士で も共通認識で きる言葉に してお く。
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○教師のかかわ り方

●言葉かけが行われていないペアに対 して⇒

rrOOが で きて いる』 と言 ってあげよう。」 など実際にア ドバイスす る言葉を伝え る。

● 「で きている」、 「で きていない」だけ しか声か けがで きないペ アに対 して⇒

ア ドバイスす る児童 と一緒 に歩いて泳 ぎを観察す る。 その時 に泳 ぎを一緒に分析 し、

ア ドバ イスのポイン トを考え られるようにす る。

.で きて いない ことが互いに分か っているペアに対 して⇒

どん なめあてが適切か、考え られ るよ うに助 言す る。

●ア ドバ イスが相手 になかなか伝わ らないペアに対 して⇒

「動作 を入れて説明 して ごらん」 と声をかけ る。

で きていることを何回 も練 習 して いるペ アに対 して⇒

遜

弧
畷

　藝
』
∵

」一

"

㌦
鼻

姻

騨
、
覧

塾

観
,轟4ー

,

藁

めあてがで きてい ることを賞賛す るとともに、次のめあてを考 えさせ られ る。

② 本時の学習

1ξ}ら い ・uニ ンの め あ ー=を`,ち 、 めb.てL告 り.セ 轍 習 か で き る
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6.fl分.り ぬ3}て を ほ っ さ り3せ::,::憎 れ を す る _相 手 の 峠 ざ は 立 つ て'レ ノ き 畳'見 ろLレ 声 を か 沙 ろ 1

～一 一
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r,G、 の活動 児童Bの 鷹動 一

一幽一一 1

1・ ・ア',4・ 助 の め あ て を 僧 レ、γ でホ鱗 のめあτを確 ・、ru,め あ て が レ,き り 碍 契 さ とLて い る ゐ・.巡 嵌 し 確 認'Aる {」 一 ス ・35mを 砕 ぎ な か ら 練 習 『rる

偲L含, 理 し含 う z o

3臼 分の めAで に っいて棟 2-、 γ と と も に 移 動 → ろ 各 恒 当 の 熔 醜,,児 尉ll'量 ♂'日 蟹 か,rを 撮 四'iろ

習 † る,-z・ ・移 勘 ケ る 4 層

一

随Lで'F璽 一 ム の 確 罎 を ・止 しく屡が動いていうかど `傘 の 餐 聡 や 伸 び が'、ujで あ る こ'壷1'_一 助dA 伽

一 一 一一一

,「る 》か 見る つ る 、 コ ー ス ・FMぎ 榛 習 u「 一 ス ・ ン'一 ル 練 習

ヒ ー ト 鰍 を 使.・ 、 か え 冬 ・7一 ルサイ ドから足鍾がか 児 置 巳 と と し,;児 童 、 を 見 て 、 め あ て,こ つ い て 棚rに{ム え5

足 で 、 コ ー ス を 切【ぐ えっ でいるか ビ」か昆る な い 二 と を 引 き 出 『1

轍 手.二銀子を仏尾る ● ●
14.IHo.A,i・ て を 確 か め'` aよ か ったところや1ドrし セ hい に臨ノ」しているヘ アを賞貿†る

が弓ぱぐ んがkい ことを 髭とめて伝

之る

9・ ・ア ご ヒ.こ め あ 一 〇i- につい て鍋L含, ヘアの中,こ入り .二 人の話を闘き、ノ'習の戚果を謬 めるヒともに、次回の†貿に暫欲を`た せ ろA票 か 「を十 る
lo撃 騨理勲を'rるq毛o }

ll.ン レ ワ ー 虎 峻.o曽 κ を 尋 る

㈲ 考察

・グループ構成の工夫 … 互 いに的確なア ドバ イスをす ることができていた。学習の流

れが定着 し、学習の中での 自分の役割を しっか り認識す るとともに、ペ アの必要性を意

識 した活動 ができた。'

・評価の工夫 … 学習が進 むにっれ、ペアの言葉かけが活発 にな ってきた。rペ アがい

たか ら今 までがん ばれ た。」 「とて も感謝 して い る。」 「お互 い に進級 で きて よか っ

た。」 「友達が一人増え たよ うな感 じがする。」などと振 り返 りカー ドに書 いてい る児童

が多 い。

・場の工夫 … 友達や教師のア ドバ イスを受け、 自ら次のめあてを設定す ること、また

練習の場 を決定す ることがで き、自分の考えを生か した活動が 見 られた。

・言葉かけの工夫 … 児童間の言葉か けが不十分なペアに対 しては、教師がその仲介役

に入 ることにより、 コ ミュニケー ションを促進す ることがで きた。
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実践事例2小 学校第3学 年 社会科

単 元 名 「みんながわかる町マ ップをつ くろう」(学 校のまわ りの様子)

① 主題 との関連

● グループ構成の工夫(興 味 ・関心別学習)

この単 元では、基本的に グループでの学習を中心に行 う。

グループの構成

興味 ・関心別

地域内の同 じ場 所を 「おすすめの場所」 と して

選んだ者 同士での グループ とす る。

個人 ・・自ら決定 した場所 を調べてい くことで、意欲の継続が図れる。

〔集団 ・・ひとつの場所を調 べてい くとい う共通の 目的の もとに、共感的

な人間関係が形成 しやすい。

価値 ・・自分で選んだ対 象に対 して積極的に取 り組み、友達 と互いに協力 してい くこと。

※ 自分で 「おすすめの場所 」を決め られない児童 に対 しての支援

・ 「○○ くんが よ く遊びに行 く場所 や家のそばの場所を思 い起 こ してみた ら
。」 と助言

・ 「○○ さんの グループはどこを選んだのかな。」 と親 しい グループに 目を向 けるよう助言

(協 力 して取 り組む ことを考えて)

自分の役割 を見つけ られ なか った り

見失 った りす る児童

/
自己存在感を もっ ことがで きる

グル ープの人数 は、最大5人 まで

i各 自が役割を持つよ うにす る

・話 し合 い ・作業の進行役

・ 「おすすめの場所」の紹介役

・場所 までの行 き方の説明役 等

● 場の設定の工 夫(か かわ り合 いの範囲を広げ る)

地域とのかかわり合い

他のグループ とのかかわ り合い
かかわ り合い

基本 ・・少人数の グループ

「おすすめの場所」を紹介す る方法等に

ついて参考 にす る。紹介の準備を見聞 き

し、情報 として取 り入れ る。

・ 言 葉 か け の工 夫(rメ ッセ ー ジカ ー ド』 の活 用)

「おすすめの場所 」

各 グループでそれぞれ工夫 して発表す る

↓

rメ ッセ ー ジカ ー ド』 を送 る。

「こ こが よか った です 」(内 容 ・方 法 の よ さ を認 め る)

「こ う した らど うです か 」(ア ドバ イ ス)

づ1癒
畔.

づ

噴
漕

響

イ
砧
ド

1

1硲

↓

互いに認め、高め合 う姿勢

::y
,.
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② 本時の学習(8/12)

Oね らい ・取材 してきた新たな発見を取 り人れて、グループで 「おすすめの場所」の紹介の仕方を考える。・他のグループのまとめ方を情綴 として取り人れ、 グループの活動に生かす。
○展 開

○ グループで取材 してきたことを絵地図の中に書き

加え、「おすすめの場所」までの町の様f一をまとめ
る。

○ 「おす すめ の場 所1の 紹 介の仕 方 を 考 え,カ ー ド

に記 入 す る,
・○○ さんに聞 いて録 音 した話 を カセ ッ トデ

ッキで

そ う。
・撮 ってきたtを 見せ よ う

。
・クイズ形式 で発表 しよう

。

○ 他 の グル ープ の活 動 の 様 子 を 見て 、 よ か った 点

を発 表す る。
・内容(い い発 見)

・方法(取 材方法
、ま とめ 方)

○ よ いと認 め られ た こ とにつ い て発 表す る。

(発 麦 予告編 、2グ ルー プ得 度)

○ 他の グル ー プの絵 地 図、 紹 介の 仕 方で よ い と ころ

を 「メ ッt一 ジカー ド1に 書 く。

※ 担当の児童を中心に進め させる。 【それぞれの役割を果たす=自 己存在感】

◆ 新たに必要なマークができたら、 【自分の考えを出す薫自己決定】

全体に図 る。 【協力 して作業を進める;自 己存在感】
◆ 話 し合いのポイン トを明らかにする。

◆ 紹介のための視点を与える。
・みんなが行きたくなるように 【お互いの意見を聞 き合いなが ら

、発表の
・おすすめの理由をはっきりと 内容、方法を考える=共 虚的人聞闘係】
・取材を生かして楽 しい方法で

◆ 自由に他のグループの活動 を見ても
よいこととする。

※ 分からないことは質問 をさせる。

◆ 内容的なことと方法的なことに分け
て整理する。

◆ 機器を準備 し、他の児童にわかりや
す く見えるようにする。

◆ 「メッセージカー ド」を用意す る。

【自分の考え方が認められる=
自己存在感】

・取材 した こと を生か して
、「おす すめ の娚 所 」の 紹介 の ノ∫法 を工 夫 で きたか。

・自分 が 考え た こと を グル ープ 内外 に
、 的確 に伝 え られ たか。

【他のグループのよさを認め合う
=共 慮的人聞闘係】

③ 考察

.・ グループ構成の工夫について

興味 ・関心別 にグループを構成す ると、学習に対 して意欲的に取 り組み、話 し合い も円

滑 に進んだ。 また、工夫 した発表の方法を考えた り、 自主的 な態度で各自の役割を担お う

とした りす る態度が 見 られた。かかわ り合 いを深めるには、 この グループ構成は有効な手

だて とい うことが分か った。 また、個人が役割を持 ったことで、仕事に責任を持て るよ う

になり、自己存在感 を感 じ取 ること もで きた。

しか し、話 し合いが停滞 した グループ もあった。 そ こには、 自己存在感が持てるような

助言が必要であ る。

・ 場の設定の工夫について

他の グループのよい点を 自分 たちの活動 に取 メツセーシカード`エ より

り入れ るよ う助言す ると、子 どもたちは、互 い

のよさを認め合え るよ うにな った。

● 言葉かけの工夫につ いて

「メ ッセー ジカー ド」 には、他の グループの

発表のよい ところを認 める言葉が、多 く書かれ

ていた。そのカー ドを送 られ ることで 自分 たち

が認め られた と考え、 自己存在感 も味わ うこと

がで きた。 「メ ッセー ジカー ド」は、自己存在

'感を高め
、共感的人間関係を深め るのに有効で

あった。

onnリ 置し紹.

画 物 が'』輪 所)ち ・ ・ll1.お じ さ人わ・と.

ても 釦 も'/の り1η 力llつ き 塗 蝋1・ わ う・鳳 し

†・・11ろ 【ろ ぼ 吻 か ・ か 芝,・.ヱ あ う の ↑)い・

噴つ†》、1ノヨEし †=こ。

0こ こがよかっ鯉です.こ うし皇5ど うです"。

声 比勿の おeさ 八の声 乞うっ(Zき たり、

黙 域 呪 ヒ・勧 ・・ 曲 な 哩1'n

メツセーシカート ` xよ り
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実践事例3小 学校第3学 年 学級活動

単 元 名 「質問ゲーム」で、班の友達ともっと仲良 しになろう

(1)主 題 との関連

'① この単元における主題のとらえかた

かかわ り合いを大切に した活動 と して、 ここでは、直接、自己存在感や共感的人間関

係を高めたり育 てた りす ることをね らいと した 「グループ ・エ ンカウ ンター」を意図的

・計画的 に学級集団 に課 してい く。

このような集団の中での活動や体験 を通 して、集団が児童一人一人を育て るような学

級運営 を工夫 し、その集団 の効果がその他の学習活動 にも生 きて働 くよ うにす る。

②3つ の要素と、 この授業 における具体的な児童の姿

自己存在感が実現 して
いる状態 とは

●グル ー プの 友達 み ん な か ら質 問 を受 け、 それ に答 え る と き。

● 「言 葉 の プ レゼ ン ト」 で 、 友 達 に 、 「い っ し ょに 遊 ぼ うね 。」
とか 、 「仲 良 く しよ うね 。」 な ど と、 言 って も らえ た と き。

共感的人間関係が深ま

っている状態とは

●友達の ことをわか ろうとす る質問を考えた とき。
●質問 した りされ たりとい う、友達 とのかかわ りを楽 しいと感 じ

た とき。
●友達の ことを知 ることが、楽 しい と感 じた とき。

●友達 と自分の共通点を知 って、嬉 しいと感 じた とき。

.友 達 にっ いて、ただ表面的 なことだけでな く、内面的な ことに

ついて も知 ったとき。
●友達 と自分の違 いに気づ きなが らも、仲良 くなれ そうな気持 ち

を持 った とき。

自己決定の場面とは

●質問 した り、答えた りす るとき。

●グループの友達 と仲良 くしようと思 った とき。
●遊ぶ約束などのよ うに、具体的に友達 とかかわ ってい こうとす

る行動を とったとき。

③ 主題に迫 るための具体的な方策

● 「グループ ・ヱ ンカウ ンター」の意図的 ・計画的な実施

・ クラス替え直後か ら、継続的 に構成的 なグループ ・エ ンカ ウンターを実施 してい

く。

・ 学級 の実態に合 わせてを構成的に実施す るグループ ・エ ンカウ ンター方法を創 意

工夫する。

● 児童がrグ ループ ・エ ンカウ ンター」を常に楽 しい と感 じられ ることを大切にす

る。

○ 「グループ ・エ ンカウンター」を通 して、個 々の児童理解を深め、日常の教育活

動に生かす。

● グループ構成 の工夫(生 活班の編成方法)

●4～5人 の グループとし、毎 日班替えを行 う。その際、で きるだけ今 まで、同 じ

班 になった ことの ない友達を 自分で選択 して、児童同士で班編成を行 う。

・ 班編成の直後 に班の人 間関係を深め るため 「グループ ・エ ンカウンター」の手法

の ひとっであるSK法 を 工夫 したr質 問ゲーム」を行 う。
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● 自己評価 カー ドの工夫 と活用(「 振 り返 りカー ド」)

● 短時間に、全員が 書ける行数 とし、書 く内容の観点 をカー ドの中に示す。書 いた

ことを読み合 うことを通 して、児童相互の人間関係を深め ることがで きる
。

● 児童一人一人の状態を知 り、変容を見取 ることがで きる。

(2)本 時の学習

or質 問 ゲーム」をす る ときの ポイ ン トにっ いて確

認 す る。

fよ く考えて、相手を分かろ うとす る質問を しよ う。」

「相手の目を見て、相手にわか るように話そう。」

f相 手が答えやすい質問を しよ う。」

・グループで順番に1人 の友達に対 して相手をわかろう

とする質問をする。

「兄弟 は、何人ですか。」 「好 きな遊びは何ですか。」

・3分 ごとに次の友達と質問を受ける役を交代 し、

グループ全員が質問を受けられるまで繰 り返す。

・ 「言葉のプレゼ ン ト」をす るときのポイン トを話 し合

つQ

「お願 い します。」や 「あ りが と う。」の 挨拶 を しあ

つo

・握手を しなが ら、今 日のゲームの中での友達の印象を

交換 し合 う。 この 「言葉のプレゼ ン ト」を全員が、他

のメ ンバー全員か らもらえるまで繰 り返す。

「これか らも友達でいようね。」

・ 「振 り返 りカー ド」に今 日の 「質 問ゲ ーム」 の感想 を

書 く。

● 「楽 しか った こと、 うれ しか った こと、 わか った こ

と、友達 に対 して思 った こと、 自分 に対 して発 見 した

こと」 とい う観点の中か ら書 く。

・感想 を読み 合い、交流す る。

「友達 の ことが 、 よ くわ か った。」 「楽 しか った。」

かかわりを深めるための支援

○友達の ことがわかる質問をあ ら

か じめ児童が考えてお くように

し、黒板に掲示する。

・相手によく伝わる話 し方を考え

られ るよ うに助 言する。

・どんな質問をす ると、相手が答

えにくいか、考えるよ う助言す

る。

・答えたくない質問には、答えな

くて もよいことを助言す る。

●話 し合いにうまく入れない子ど

もには、入れるよう声かけをす

る。

●これ まで の 「質 問 ゲ ー ム」 の

「言葉の プ レゼ ン ト」 で、言 っ

て も らって嬉 しか った ことは、

どんな ことだ ったか、考 え るよ

う助 言す る。

●全員が短い時間で書けるよう、

カー ドの形式を工夫す る。

●できるだけ多 くの児童の感想を

紹介 し、感情や経験を分かち合

つ 。
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(3)考 察

● 「グループ ・エ ンカウ ンターを構成的に実施する」の活用 と工夫について

4月 の クラス替え当初 は、児童同士の もめごとが多 く集団行動を とることが難 しい状

態であ った。 そこで、 「構成的グル ープ ・エ ンカウンター」を意図的 ・計画的に学級集

団のル ールが 自然 と確 立されてい った。その結果、どの児童に とって も居心地のよい学

級集団 とな り、学習活動 もスムースに行われ るようになった。 また、 「構成的グループ

・エンカウ ンター」を学級の実態 に合わせて工夫 し
、継続的に積み重ねてい くことが、

効果的であることが分か った。 「質問ゲーム」 も、 さらに工夫す る必要が ある。

● グル ープ構成の工 夫につ いて

で きるだけ同 じ班にな っていない友達 と班作 りをす ることによ って、児童 は、友達の

ことを知 るの は楽 しい、 いろいろな友達 の ことを もっと知 りたいと思 うよ うにな った。

「質問ゲーム」 は、友達の ことをよ く知 り、友達 とかかわ ることの楽 しさを味わ うこと

がで きるため、毎回、児童 に好評であ った。1ヶ 月た って、班の友達 と別れ るとき、班

の友達みん なに、 「言葉のプ レゼン ト」(一 言感想)を カー ドに書いた。人閤関係が深

まった ことが伝わ る言葉 を書 くことがで き、 自分に対 してのカー ドを読むと、児童 は大

変喜んでいた。今回のよ うに、 グル ープ構成の方法を工夫 とす ると、児童相互の人問関

係が深まることが分か った。

● 自己評価 カー ドの工夫 と活用について

「振 り返 りカー ド」の感想を読む と、その時閤の心理状態が明確に文 に表れていた。

時 には、ニ コニ コマー クへの落書 きか ら、どんな気持 ちだ ったのかを汲み取 ることがで

きた。友達 と、 うま くかかわれなか った ことが読 み取れた児童 には、あとで、よ く話を

聞 いて助言す ると、その後の友達 とのかかわ りは好転 した。

「グループ ・エ ンカウ ンター」を行 った結果生 じる様 々な児童の反応を見て、すみやか

に個 々の児童 に適切 な対応を して い くことが、よ りよい学級集団づ くりのために大切で

あ ることがわか った。

〔資料1〕M児 の 変 容(「 振 り返 りカー ド」 よ り)

6月 → ぜ んぜ ん 楽 し くなか ったです!そ れ と、 ぜ んぜ ん いみが わか りませ ん で した。

9月 → この3ぱ ん の 人ぜ ん いん い い人 だ とわか った。

10月 → も っ と、Nく ん となか よ く した い な あ。 あ と、Sさ ん とYさ ん と もなか よ く した い。

あ と、 もう ち ょっ とで なか よ くで き るの に 。

11月 → この1ぱ ん は、 い い はん に なれ て い い友 だ ち に な るか な あ。 ぼ くは なれ る と思 い ま

す。

い い はん に な るぞ。1ぱ ん。
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〔資 料2〕0児 の11月 の 「振 り返 りカ ー ド」→

泄1ぼ 匹
嚇 綬 ㌔ し

　ロの げロ　ゲ　ムJは ロどうでしたかマ

ii;li熱ド◎
などを雷きましょう.な まえ()

訓 人なo、 今 ζPお 丈 と か 考h・ 『 仁 。

静 知 そ ぼ 骨 ㍉ て きあ 木.て;*し 《」

な 芸 た1,D広 く1・ な 衣 う て・,1・字

移

5第2分 科会のまとめ 紛 ・G.

本分科会では、児童 ・生徒 に 「豊か な人間関係」を育 てるためには、教師が意図的 ・計画

的に児童 ・生徒のかかわ り合 いを教育活動の中で行 ってい くことが大切であ ると考え、様 々

な方策(活 動 の工夫)を 考 えた。(研 究構想図14頁 参照)

そ して、二学期 にそれに基づ き、小学校3校 で実証研究授業を行い、その方策 につ いての

実効性 を考察する ことに した。以下、本分科会の研究 にっいてまとめ る。

(1)研 究の成果

① 活動の工夫

グループ構成 ⇒ 取 り組む内容(単 元)に よ り、構成人数や興味、それまでの
人間関係等を考慮をす ることによ り、かかわ りが広が り、深 ま

りが認 め られた。

学習のめあて ⇒ 一人一人の学 習のめあてを明確 にす ることによ り、子 ども同

士の言葉か けの機会が増え るとと もに、教 え励 ま し合 う言葉が

多 くな った。

言葉かけ ⇒ 児童間の言葉かけに、教師が仲介役 と して支援 ・援助す るこ

とが、かかわ り合いを築 き、育てることに有効であ ることが分

か った。 一

② その他

意図的 ・計 画的 な活動 を工夫す ることによ り、新たな児童 ・生徒理解の機会を得 るこ

とがで きた。

(2)今 後の課題

① 研究授業を行 う中で、意図的なかかわ り合 いを持たせ る活動 に様 々な方法があること

が分か って きた。 さらに、かかわ り合 いを深 める活動 を工夫 してい く必要があ る。

② 今年度の研究の中で は、人間関係の深 まりを客観的に把握す ることが 不十分であ った。

③ この研究を進めてい く中で、中学校教師が小学生を指導す る場面があ った。 そこでの

成果を考え ると、小 ・中学校の連携 は単 に情報交換 にとどま らず 、実践の場において も

可能である ことが分か った。今後 は、積極的に実践 の場で連 携 してい くことが望まれ る。
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IV研 究の成果と今後の課題

研究主題r豊 かな心を育て る生活指導」の もとに、二っの分科会を構成 し研 究に取 り組んだ。

ここでは、二つの分科会に共通 してあげ られた成果 と課題につ いて述べ る。

1研 究の成果

(1)教 育相談的手法を生か した児童 ・生徒 理解

清掃活動を通 しての実践の中で、教師が 、児童 ・生徒を 「か けがえのない存在」 と考え、

児童 ・生徒の声に耳を傾 けた り、共 に行動 した り、観察 した りなどす ることで、児童 ・生

徒 の姿が よ り鮮明 に見え て きた。 このよ うに見えて きた児童 ・生徒 の姿を教 師が 「認め

る」 ことで児童 ・生徒 は、 自らの行動 を決め、実践す るよ うになった。 この ことによ り、

教師が用 いる教育相談的手法 は、児童 ・生徒理解を深め る上で有効な手だてであることが

確認で きた。 この手法 は、全教育活動 に も生かす ことがで きると考える。

(2)か かわ り合いを工夫 した活動

教師が児童 ・生徒理解を深 め、意図的 ・計画的 に具体的なア ドバ イスや言葉か けの工夫 、

グループ構成、場の設定 、評価の工夫 などかかわ り合いを工夫 した活動によ って、友達の

よさに気付 き、相互に認 め、励 ます好 ま しい人間関係の改善を図る ことがで きた。

また、 この研究過程の中で、中学校の教師 と小学校の教師によるチームテ ィーチ ングの

実践授業ができたことは、小 ・中学校の連携 を深め る上で有効であ った。

(3)「 豊かな人間関係」の構築

生活指導の 目的である 「自己指導能力」を育て るために、豊か な人間関係の構築が大切

であると考え、実践 ・研究を進 めて きた。 その結果、児 童 ・生徒 に 「自己存在感」 を与え、

「共感的な人間関係」を育成 し、 「自己決定の場 」を与えて、児童 ・生徒の可能性の開発

を支援で きたのではないか と考え る。 こうした過程 を経、教師 と児童 ・生徒の、また児童

・生徒相互 の入間関係を深あ る ことが で きた と考えて いる
。 これが今後 「豊か な人 間関

係」の深化へっ なが るよ うに工夫 していきたい。

2今 後 の課題

(1)「 規範意Jの 育成の必要性

「豊かな人間関係」の構築 は、各分科会の実践を通 して徐 々にで はあ るが、その方策を

明 らか にで きたと考え るが、現代の子 ど もたちの課題 となっている 「規範意識」の育成 に

ついては踏 み込む ことがで きなか った。今後の研究課題 と していきたい。

(2)「 豊かな心」の育成

本研究を進めてい く中で、研 究主題である 「豊かな心」が子 ど もたちに育 ったかを検証

す る時間的余裕がなか った。内面の成長が行動面に現れ、それを 「豊か な心」が育 った と

言え る尺度の開発が今後求め られ る。

(3)小 ・中学校が連携 した研究の継続

小 ・中学校の教師が、それぞれの特性や長所 を生か しなが ら、児童 ・生徒 の発達段階 に

即 した指導の手 だてを実証で きた と自負 している。児童 ・生徒 の意識の変化 に伴い、小 ・

中学校の教師が、十分な協議 と実践がで きる継続的な研究を進 めて い くことは、今後益 々

重要 となって くるのではないか。
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